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昨
年
８
月
３
日
、
会
津

北
部
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨

に
よ
っ
て
、
喜
多
方
市
の

濁
川
橋
り
ょ
う
の
橋
脚
が

流
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線

は
こ
の
区
間
が
不
通
と
な

り
ま
し
た
。
被
災
直
後
か

ら
県
と
地
元
沿
線
自
治
体

は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
を

進
め
、
国
の
財
政
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
県
、
沿
線

自
治
体
で
復
旧
費
用
を
負

担
す
る
方
向
で
調
整
を
図

り
工
事
に
着
手
、
こ
の
度

の
全
線
再
開
通
に
つ
な
が
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

１
日
、
喜
多
方
駅
前
や

新
潟
県
津
川
駅
前
で
行
わ

れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

列
車
の
運
航
再
開
を
喜
ぶ

地
元
住
民
や
関
係
者
ら
が

手
を
振
っ
て
見
送
り
、
ま

た
は
出
迎
え
る
な
ど
、
大

き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

昨
年
７
月
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
は
、
利
用
者
が
少
な
い

地
方
の
35
路
線
の
66
区

間
の
収
支
を
公
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
昨
年

10
月
に
再
開
通
を
果
た

し
た
只
見
線
を
は
じ
め
、

磐
越
東
線
、
磐
越
西
線
、

水
郡
線
の
４
路
線
６
区
間

が
福
島
県
内
で
は
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
時
を
同

じ
く
し
て
、
国
土
交
通
省

の
有
識
者
会
議
「
鉄
道
事

業
者
と
地
域
の
協
働
に
よ

る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷

新
に
関
す
る
検
討
会
」
か

ら
は
存
廃
議
論
を
促
す
提

言
が
な
さ
れ
、
「
輸
送
密

度
千
人
未
満
」
の
路
線
が

協
議
の
対
象
と
し
て
示
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
国

の
地
方
自
治
体
で
危
機
感

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
公
表
し

た
収
支
デ
ー
タ
で
特
に
注

目
さ
れ
る
の
が
、
百
円
の

営
業
収
入
を
得
る
の
に
ど

れ
だ
け
の
コ
ス
ト
を
要
す

る
か
を
表
す
指
数＝

「
営

業
係
数
」
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
が
、
こ
の
コ
ス
ト

の
捉
え
方
に
は
い
く
つ
か

の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
デ
ー
タ
に
あ
る
線

区
と
路
線
長
、
電
化
・
非

電
化
、
単
線
・
複
線
、
１

日
あ
た
り
の
乗
客
数
な
ど

の
条
件
が
同
じ
よ
う
な
第

３
セ
ク
タ
ー
や
私
鉄
と
比

較
す
る
と
営
業
費
用
が
大

き
く
異
な
る
場
合
も
あ
り
、

さ
ら
に
営
業
収
入
に
つ
い

て
も
「
旅
客
運
輸
収
入
」

の
ほ
か
に
「
運
輸
雑
収
」

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
収

益
は
Ｊ
Ｒ
の
場
合
、
グ
ル
ー

プ
会
社
に
計
上
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

他
に
も
青
春
18
き
っ
ぷ

な
ど
の
沿
線
以
外
で
販
売

さ
れ
て
い
る
企
画
乗
車
券

の
収
入
は
ど
こ
に
計
上
さ

れ
る
の
か
と
い
っ
た
検
証

も
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
は
言
っ
て
も
、
限
ら

れ
た
財
源
を
充
て
る
に
は

そ
れ
相
応
の
効
果
を
上
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

福
島
県
と
沿
線
自
治
体

は
、
「
活
性
化
対
策
協
議

会
」
を
設
立
し
、
駅
周
辺

の
環
境
整
備
や
二
次
交
通

の
充
実
、
観
光
誘
客
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
元
住

民
が
利
用
し
や
す
い
ダ
イ

ヤ
の
見
直
し
等
も
視
野
に

い
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の

協
議
な
ど
、
利
活
用
を
図

る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
方
策

を
用
い
て
、
鉄
路
が
も
た

ら
す
地
域
経
済
へ
の
波
及

効
果
を
最
大
限
に
引
き
出

し
て
い
く
方
針
で
す
。

喜多方―山都間
濁川橋りょう復旧

昨
年
の
８
月
に
発
生
し
た
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
っ
て
被
災
し
、
喜
多
方
～
山
都

駅
間
（
９
・
９
キ
ロ
）
が
不
通
と
な
っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
が
４
月
１
日
、
約

８
カ
月
ぶ
り
に
全
線
で
の
運
転
再
開
を
果
た
し
ま
し
た
。

福島県 佐藤よしのり

Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
が
全
線
再
開

わ
た
し
が
住
む
神
指
町
に
は
、
蒲
生
氏
郷
が
嫡
男
「
蒲
生
秀
行
」

公
の
あ
と
に
領
主
と
な
っ
た
「
上
杉
景
勝
」
公
の
命
に
よ
り
、
直

江
兼
続
が
築
城
に
着
手
し

た
「
神
指
城
跡
」
が
あ
り

ま
す
。
残
念
な
が
ら
徳
川

家
康
の
会
津
征
伐
を
前
に
完
成
を
見
る
こ
と

な
く
廃
城
と
な
り
、
い
ま
で
は
「
高
瀬
の
大

ケ
ヤ
キ
」
と
し
て
残
る
二
ノ
丸
北
東
隅
の
土

塁
や
本
丸
跡
に
当
時
の
面
影
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
春
の
時
期
、
推
定
樹
齢
五
百
年

の
大
ケ
ヤ
キ
の
周
り
に
は
桜
が
満
開
と
な
り
、

遠
く
に
磐
梯
山
を
望
む
こ
と
の
で
き
る
景
色

が
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

高
瀬
の
大
ケ
ヤ
キ
（神
指
城
跡
）

鉄
路
の
維
持
に
は

懸
念
も
・
・
・

示
さ
れ
た
デ
ー
タ
は

注
意
が
必
要
・
・
・

活
性
化
対
策
協
議
会

を
設
立



（２） 有 志 竟 成 2023年4月10日発行

３
月
18
日
、
19
日
の

２
日
間
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

Ａ
ｉ
Ｃ
Ｔ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
津
若
松
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
を
体
験
、
体
感
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

・
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

・
デ
ジ
タ
ル
観
光
案
内

・
食
農
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ

・
デ
ジ
タ
ル
防
災

・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

・
デ
ジ
タ
ル
行
政
手
続
き

な
ど
の
各
分
野
の
紹
介
が

な
あ
り
、
若
い
方
か
ら
ご

年
配
の
方
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

興
味
を
示
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
推
進
交
付
金
Ｔ
Ｙ

Ｐ
Ｅ
３
に
採
択
さ
れ
た
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松

の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

県
内
で
も
先
駆
け
の
取
り

組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て

お
り
、
県
で
は
県
内
他
地

域
へ
の
展
開
を
視
野
に
入

れ
、
会
津
大
学
が
積
極
的

な
協
力
を
行
う
な
ど
、
会

津
若
松
市
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
推
し
進
め
て
い

ま
す
。

３
月
20
日
、
商
労
文

教
委
員
長
の
公
務
と
し
て

出
席
。
１
９
９
３
年
に

「
福
島
の
空
の
玄
関
口
」

と
し
て
開
港
し
た
福
島
空

港
は
、
航
空
機
の
利
用
に

加
え
、
地
域
振
興
と
し
て

の
役
割
の
ほ
か
、
陸
路
が

寸
断
さ
れ
た
東
日
本
大
震

災
で
は
、
旅
客
臨
時
便
の

運
航
や
国
内
外
か
ら
の
救

援
物
資
の
受
け
入
れ
拠
点

と
し
て
機
能
す
る
な
ど
災

害
対
応
の
役
目
も
担
っ
て

き
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
は

国
内
・
国
際
線
合
わ
せ
て

９
路
線
が
運
航
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
大
阪
、

札
幌
の
２
路
線
の
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
県
は
定
期

路
線
を
拡
充
す
る
た
め
、

国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運

航
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ジ
ェ
ッ
ト
の
需
要
な
ど
も

的
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
、

空
港
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

３
月
25
日
、
喜
多
方

市
塩
川
町
に
あ
る
県
立
テ

ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
で

は
、
24
年
度
に
入
学
を

希
望
す
る
学
生
の
た
め
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
は
足
を
運
ぶ
機
会

が
あ
ま
り
な
い
こ
ち
ら
の

施
設
で
す
が
、
現
場
主
義

を
実
践
す
る
私
は
、
人
材

育
成
機
関
の
現
状
を
こ
の

目
で
確
か
め
る
た
め
校
長

に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
入
れ
訪

れ
た
次
第
で
す
。

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

は
、
浜
・
中
・
会
津
の
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
会
津
に
は
そ

の
地
域
性
を
考
慮
し
、
自

動
車
整
備
科
、
電
気
配
管

設
備
科
、
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
学
科
の
３
つ
の
コ
ー
ス

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
影
響
か
ら
か
、

近
年
で
は
定
員
割
れ
の
状

況
が
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
魅
力
化

に
加
え
、
専
門
学
校
や
大

学
機
関
と
の
差
別
化
、
さ

ら
に
県
内
各
地
か
ら
学
生

を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

寮
の
整
備
や
拡
充
と
い
っ

た
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
産
業
界
が
求
め

る
人
材
の
育
成
機
関
と
し

て
の
役
割
を
担
う
た
め
、

課
題
の
克
服
に
向
け
て
引

き
続
き
提
言
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

２
月
か
ら
二
ヶ
月
間
、

福
島
大
学
の
学
生
３
名
の

イ
ン
タ
ー
ン
生
を
受
け
入

れ
、
議
員
の
仕
事
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い

ま
し
た
。

普
段
わ
た
し
が
行
っ
て

い
る
朝
の
街
頭
演
説
や
活

動
報
告
資
料
の
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
作
業
の
ほ
か
、
喜
多

方
市
の
屋
内
子
ど
も
遊
び

場
め
ご
プ
ラ
ザ
の
調
査
等

に
同
行
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
活
動
を
通

じ
て
、
若
い
彼
ら
の
意
識

に
変
化
を
も
た
ら
し
、
政

治
に
対
し
て
積
極
的
に
参

加
す
る
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
の
事
務
所
で
は
、

随
時
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
関
心

の
あ
る
学
生
の
方
は
電
話

ま
た
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
主
な
予
定

【
４
月
10
日
】

Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

カ
レ
ッ
ジ
入
学
式

県
立
高
校
入
学
式

【
15
日
】

国
際
研
究
教
育
機
構

設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
箕
地
区
区
長
会
懇
談
会

【
23
日
】
戊
辰
殉
難
者

春
季
祭
典

【
27
日
】
県
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
理
事
会

【
５
月
13
日
】
自
民
党

福
島
県
連
政
経
セ
ミ
ナ
ー

【
17
日
】
佐
藤
よ
し
の
り

県
政
報
告
会

（
４
月
８
日
現
在
）

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
に
県
外
の
来
賓

も
招
き
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
規
模
と
な
る
約

３
３
０
人
が
出
席
し
た
追
悼
復
興
祈
念
式
に

は
、
政
府
か
ら
岸
田
首
相
の
他
、
西
村
康
稔

経
済
産
業
相
ら
が
臨
み
、
15
カ
国
の
駐
日
大

使
ら
も
参
加
し
ま
し
た
。
帰
還
困
難
区
域
に

指
定
さ
れ
た
地
域
の
う
ち
、
３
月
31
日
に
は

浪
江
町
、
４
月
１
日
に
は
富
岡
町
の
一
部
で

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
る
な
ど
、
復
興
は
着

実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

日
常
の
活
動
報
告

福
島
空
港
開
港

30
周
年
記
念
式
典

Ａ
ｉ
Ｃ
Ｔ
デ
ジ
タ
ル

ま
つ
り
２
０
２
３
春

令
和
４
年
度
東
日
本
大
震
災
追
悼
復
興
祈
念
式

月
刊
と
言
い
つ
つ
、
議

会
を
挟
ん
だ
た
め
一
ヶ
月

発
行
が
遅
れ
て
し
ま
い
大

変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
年
の
会
津
若
松
市
は

三
月
に
桜
が
開
花
す
る
な

ど
、
例
年
と
は
少
し
異
な

る
春
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
会
津
も

桜
満
開
の
な
か
で
行
わ
れ

る
入
学
式
が
、
当
た
り
前

の
光
景
に
な
っ
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
か
。

編
集
後
記

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

議
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
報
告
と
募
集


